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皆さんこんにちは。お元気ですか？ 

「経営者にとって健康管理は最重要事項」という事で、本日は毎年この時期に行ってい

ます職業奉仕委員会担当の移動例会です。本日は午前中に９名の方が人間ドックを受

けられました。そのほかの皆様は健康管理 大丈夫でしょうか。私は９月１６日に会社

の健康診断を受け、先日結果が送られてきました。自分でも信じられませんが、ほとん

どが問題なしの「１」判定です。何とγＧＴＰも４５で正常です。メタボリックシンド

ロームもギリギリセーフでした。問題は脂質異常で治療が必要との事。主治医のさくらの木クリニックの小柳

先生のコメントでは「体質だね」との事なので何となく「まぁいいか」と思っていました。ところが、今年の

健康診断の際 たまたま時間がありましたので健康カウンセリングを受けてしまいましたら、それ以降 何

と毎月１回 保健婦さんから電話が来ます。「お酒 控えていらっしゃいますか？」「食べ過ぎに注意してくだ

さいね」「運動してください」と。最初は「電話くらいで生活習慣は変わらない」と思っていたのですが、た

びたび電話を頂きますと何となく気になりだしました。週一回は休肝日をつくり、締めのラーメンは時々控え

るようになりました。完全に保健婦さんの術中にはまってしまったようです。最近は保健婦さんからの電話が

待ち遠しくなっています。来年の健康診断が楽しみです。 
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報告 ：11 月 27 日 祝日振替休会日 

 

本山秀樹君・水上喜芳君・橋詰敏一君・髙坂光一君

（11/7 第 7 分区ガバナー支援拠出金会計監査） 

本山秀樹君・水上喜芳君・橋詰敏一君・大島 誠君・

伴 長門君（11/7 第 7 分区会長幹事会） 

 

第17回例会 ◆11月 13日(金) №17 
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 株式会社テラスカイ 製品開発本部 マネージャー 白石 聡 様 

 

 

今回、『コロナ禍における IT 活用について』、お話しする機会をいただき、ありがとう

ございます。 

 弊社 株式会社テラスカイは、創業以来、15 年間クラウドコンピューティングのフィ

ールドで事業を拡大してきた会社です。 

クラウドとは簡単に言ってしまえば、様々なサービスをインターネットを介して利用し、

東京と同じ仕事を、上越でも、どこでもそのまま出来る。自分のいる場所をすぐさま、

オフィスにできる。まさに現在のコロナ過の働き方にフィットした、新しい生活様式には必要不可欠といって

もいいものだと思います。 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、４月７日に緊急事態宣言が発令されましたが、テラスカイはそれに先

がけ、４月１日より全社在宅勤務となりました。社員の安全を守るための措置ですが、すぐにテレワークに切

り替え、いち早く全社在宅勤務という判断を行えたのは、『私たちが日常業務にクラウドサービスを活用して

いた』ことが、ひとつの要因です。 

 

テレワークを実施するために必要なポイントとしては、一般的には大きく３つのポイントがあります。 

まずはペーパーレス、物理的な書類を扱わないといけない業務のやり方では、会社に行かざるを得ません。 

次にハンコ、これもハンコを押すために出社しなければなりません。脱ハンコというトピックを、４月以降耳

にした方も多いと思います。 

そしてコミュニケーション、オフィスにいる時と同様に、社内や社外とコミュニケーションをとれる仕組みが

必要です。オンライン飲み会などが流行ったので、コロナ禍で WEB ミーティングを経験された方も多くいら

っしゃるのではないでしょうか。 

これらのポイントを解消できるのは、すべて IT ツールです。 

１～２年後、ワクチンが開発されポストコロナ時代が訪れても、IT 化が進んだ世の中はコロナ以前の時代に

は戻りません。なぜなら、人は一度経験した便利なものを手放しませんし、コロナ禍で培った経験を新たなビ

ジネスに活かすからです。 

コロナ禍を生き延び、成長する企業は、IT 変革の取り組みを行った企業であると考えています。 

 

 

例会日 プログラム 会場 

1 2 月 4 日 年次総会 デュオ･セレッソ 

12 月 11 日 
卓話 2019-2020 年度ロータリー長期交換留学生 神谷優李 さん    
演題 未定  

デュオ･セレッソ 

12 月 18 日 クリスマス例会 百年料亭 宇喜世 

12 月 25 日 特定休会日 

 

 

 

 

 

コロナ禍におけるＩＴ活用について 

 


